
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領における

各教科の学習評価につ

いて 

 

 

 

 

(1)「知識・技能」 

の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)「思考・判断・ 

表現」の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)「主体的に学習 

に取り組む態度」 

の評価 

 

 

各教科の学習評価については、学習状況を分析的に捉える「観点別学習状

況の評価」と、これらを総括的に捉える「評定」の両方について、学習指導

要領に定める目標に準拠した評価として実施する。 

３観点の評価それぞれについての考え方は次の(1)～(3)のとおりとなる。

なお、この考え方は、外国語活動、総合的な学習（探究）の時間、特別活動に

おいても同様に考えることができる。 

 

「知識・技能」の評価は、各教科等における学習の過程を通した知識及び

技能の習得状況について評価を行うとともに、それらを既有の知識及び技能

と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる

程度に概念等を理解したり、技能を習得したりしているかについても評価す

るものである。 

具体的な評価の方法としては、ペーパーテストにおいて、事実的な知識の

習得を問う問題と、知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮する

などの工夫改善を図るとともに、例えば、児童生徒が文章による説明をした

り、各教科等の内容の特質に応じて、観察・実験をしたり、式やグラフで表

現したりするなど、実際に知識や技能を用いる場面を設けるなど、多様な方

法を適切に取り入れていくことが考えられる。 

 

「思考・判断・表現」の評価は、各教科等の知識及び技能を活用して、課題

解決等に必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けているかを評価するも

のである。「思考・判断・表現」を評価するためには、教師は主体的・対話的

で深い学びの視点からの授業改善を通じ、児童生徒が思考・判断・表現する

場面を効果的に設計した上で、指導・評価することが求められる。 

具体的な評価の方法としては、ペーパーテストのみならず、論述やレポー

トの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作や表現等の多様な活動を

取り入れたり、それらを集めたポートフォリオを活用したりするなど評価方

法を工夫することが考えられる。 

 

「学びに向かう力、人間性等」には、「主体的に学習に取り組む態度」とし

て観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と、観点別学習状

況の評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しきれないことから個人

内評価を通じて見取る部分があることに留意する必要がある。 

 「主体的に学習に取り組む態度」の評価は、単に継続的な行動や積極的な

発言を行うなど、性格や行動面の傾向を評価するということではない。各教

科等の「主体的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして、知識

及び技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするため

に、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど、自

らの学習を調整しながら学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評

価することが重要である。 

２ 教科・領域等の指導における基本的な考え方 

(6) 学習評価② 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで評価の対象とする自らの学習の調整に関する態度は、必ずしもその

学習の調整が「適切に行われているか」を判断するものではない。それが各

教科等における知識及び技能の習得や、思考力、判断力、表現力等の育成に

結び付いていない場合には、それらの資質・能力の育成に向けて児童生徒が

適切に学習を調整することができるよう、その実態に応じて教師が学習の進

め方を適切に指導するなどの対応が求められる。 

なお、学習の調整に向けた取組のプロセスには児童生徒一人一人の特性が

あることから、特定の型に沿った学習の進め方を一律に指導することのない

よう配慮することが必要であり、学習目標の達成に向けて適切な評価と指導

が行われるよう授業改善に努めることが求められる。 

具体的な評価の方法としては、ノートやレポート等における記述、授業中

の発言、教師による行動観察や、児童生徒による自己評価や相互評価等の状

況を教師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いること等が考えら

れる。その際、各教科等の特質に応じて、児童生徒の発達の段階や一人一人

の個性を十分に考慮しながら、「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点

の状況を踏まえた上で、評価を行う必要がある。したがって、例えば、ノー

トにおける特定の記述等を取り出して、他の観点から切り離して「主体的に

学習に取り組む態度」として評価することは適切ではないことに留意する必

要がある。 

それぞれの観点別学習状況の評価を行っていく上では、児童生徒の学習状

況を適切に評価することができるよう授業デザインを考えていくことは不可

欠である。特に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価に当たっては、児

童生徒が自らの理解の状況を振り返ることができるような発問の工夫をした

り、自らの考えを記述したり話し合ったりする場面、他者との協働を通じて

自らの考えを相対化する場面を単元や題材等の内容のまとまりの中で設けた

りするなど、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図る中で、

適切に評価できるようにしていくことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本観点に基づく評価は、「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等

の評価の観点の趣旨に照らして、 

① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けた 

りすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面 

この二つの面を評価することが求められる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

〇 「主体的に学習に取り組む態度 Jの評価については、 
①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現 
力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を 
行おうとする側面と、②①の粘り強い取組を行う中で 
自らの学習を調整しようとする側面、という二つの側 
面から評価することが求められる。 

 

〇 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々 
ではなく相互に関わり合いながら立ち現れるものと考 
えられる。例えば、自らの学習を全く調整しようとせ 
ず粘り強く取り組み続ける姿や、粘り強さが全くない 
中で自らの学習を調整する姿は一般的ではない。 

※出典「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（中央教育審議会   平成31年１月） 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ 

 


